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System Consultant Wave  

８月１１日（金）小便が赤くなるまで 

「商売は非常にむずかしく厳しい。いわば真剣勝負だ。商

売のことをあれこれ思いめぐらして眠れない夜を幾晩も

明かす。それほど心労を重ねなければならない。心労のあ

まりとうとう小便に血が混じって赤くなる。そこまで苦し

んではじめてどうすべきかという道が開けてくる。だから

一人前の商人になるまでには二度や三度は小便が赤くな

る経験をするものだ」 これは私が小僧時代に店のご主人

に聞かされた話ですが、今にして思えばこれは決して商人

だけにあてはまることではないと思います。何をするにし

ても、これだけの苦しみを経ずして成功しようとするのは、

やはり虫がよすぎるのではないでしょうか。 

 

８月１２日（土）笑顔の景品を 

 最近は、競争がなかなか激しいこともあって、個々のお

店なり商店街が、それぞれいろいろと工夫を凝らし、販売

を進めています。いわゆる景品つき販売というものもその

一つで、少しでも多くのお客さんの関心をひくものをとい

うことで、いろいろ知恵をしぼっています。 

 しかし、お客さんにおつけする景品のうちで、何にもま

して重要なものは何かということになったら、私はそれは

親切な“笑顔”ではないかと思います。“自分のところは

親切な笑顔のサービスに徹しよう”というように、いわば

“徳をもって報いる”方策で臨んでこそ、お客さんに心か

ら喜んでいただけるのではないでしょうか。 

 

８月１３日（日）投資をしているか 

書物によると、太閤秀吉という人は馬の世話をする係に

なったとき、主人である織田信長が乗る馬を立派にするた

めに自分のわずかな給料をさいて、にんじんを買って食べ

させてやったということです。これは一つの誠意ある投資

だと思うのです。 

 そこで、みなさんは投資をしているかということです。

そのように、いったんもらった給料を会社へまた献金する

必要はありませんが、しかし自分の知恵で投資するか、あ

るいは時間で投資するか、なんらかの形で投資するという

面が自分の成長のためにも必要だと私は思うのです。また

それくらいのことを考えてこそ、一人前の社員と言えるの

ではないでしょうか。 

 

８月１４日（月）電話で仕事をする 

 世間には、それこそ工場のスミズミまで自分でまわって

陣頭指揮をしなければ気のすまない経営者も少なくあり

ません。しかし工場まで出向くとなれば時間がかかります。

また、せっかく来たのだから、立話ですますわけにもいか

ないということで、自分の時間も工場の責任者の時間も必

要以上に費やすことにもなりがちです。その点、電話を活

用すれば、だいたい十分もあれば事が足りるわけで、往復

の時間もいらないし、責任者の人の時間もとらずにすみま

す。もちろん、自分の目で直接見ることによって、より大

きな成果を得られる場合もあるでしょうが、電話で十分事

足りるということも案外多いのではないでしょうか。 

 

８月１５日（火）平和の価値を見直す 

 最近、平和というものが、何かいわば空気や水のように、

ごく当然に存在するものといった感じが強くなってきた

のではないだろうか。平和の貴重さ、ありがたさがだんだ

ん忘れられつつあるように感じられる。 

 これは危険なことだと思う。平和は天然現象ではない。

人為というか、人間の自覚と努力によってはじめて実現さ

れ、維持されるのである。 

 だから、この際お互いにもう一度平和の価値というもの

を見直してみたい。そしてこの価値を知った上で、国民と

して何をなすべきかを考え合いたい。さもないと、せっか

く続いたこの貴重な平和を遠からずして失うことにもな

ってしまうのではないだろうか。 

 

８月１６日（水）道徳は実利に結びつく 

社会全体の道徳意識が高まれば、まずお互いの精神生活

が豊かになり、少なくとも人に迷惑をかけないようになり

ます。それがさらに進んで互いの立場を尊重し合うように

なれば、人間関係もよくなり、日常活動が非常にスムーズ

にいくようになるでしょう。また自分の仕事に対しても誠

心誠意これに当たるという態度が養われれば、仕事も能率

的になり、自然により多くのものが生み出されるようにな

る。つまり社会生活に物心両面の実利実益が生まれてくる

と言えるのではないでしょうか。そう考えるならば、私た

ちが道徳に従ってすべての活動を行なうということは、社

会人としての大切な義務だということにもなると思いま

す。 

 

８月１７日（木）街の品位を高める 

自分の店舗は、自分の商売のためのものであると同時に、

街の一部をなすものです。これは、その店舗のあり方が、

街の美醜にも大きな影響を与えるということに他なりま

せん。一つの街に好ましい店舗ばかり並んでいれば、その

街は生き生きと活気に満ちたきれいな街になります。街全

体に好ましい環境が生まれます。だから、そうした街を美

化するというか、街の品位を高めるという一段高い見地か

らも、自分の店舗をきれいにしていくことが大事だと思い

ます。それは「社会の役に立つ」という商売の真の使命に

基づく一つの尊い義務とも言えましょう。またそれは同時

に商売の繁栄にも結びつくものだと思うのです。 

 


